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登場人物紹介

◆日本
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。
畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。コードネーム：ファーム。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。田口のスポッターを自称。コードネーム：ヤンバル。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元韓国陸軍参謀本部作戦二課。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。部隊のシステム屋。コードネーム：リベット。
《水陸機動団》
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。水陸機動団教官。コードネーム：女
ヴィーナス

神。
《西部方面特科連隊》
舟
ふな

木
き

一
いっ

徹
てつ

　一佐。戦車隊隊長。
《第三即応機動連隊》
堤
つつみ

宗
むね

道
みち

　一佐。連隊長。
山
やま

崎
さき

薫
かおる

　三佐。中隊長。

●海上自衛隊
《第一護衛隊群》イージス護衛艦 〝まや〞（10250トン）
國
くに

島
しま

俊
しゅん

治
じ

　海将補。第一護衛隊群司令。
梅
うめ

原
はら

徳
とく

宏
ひろ

　一佐。首席幕僚。
恵
え

比
び

原
はら

恵
めぐみ

　三佐。艦隊気象班長。
《第一航空群》
伊
い

勢
せ

崎
ざき

将
たもつ

　一佐。第一航空群第一航空隊司令。

●航空自衛隊
・第三〇七臨時飛行隊
日
ひ

高
だか

正
まさ

章
あき

　空自二佐。飛行隊隊長。



新
しん

庄
じょう

藍
あい

　一尉。Ｆ–15ＥＸ〝イーグルⅡ〞戦闘機で驚異的なキル・スコア
を上げる。ＴＡＣネーム：ウィッチ。

〈警戒航空団〉
戸
と

河
がわ

啓
けい

子
こ

　空自二佐。飛行警戒管制群副司令。ウイングマークをもつ。

●日本台湾交流協会
依
よ

田
だ

悟
さとる

　台北事務所参与。民間人。

●コンビニ支援部隊
小
こ

町
まち

南
みなみ

　女子大生。中国語を勉強中のコンビニのアルバイト。
霜
しも

山
やま

悠
ゆう

輔
すけ

　桜会のコンビニの助っ人。190センチ近い大男。
知
ち

念
ねん

ひとみ　石垣島出身で流ちょうな英語を話せる。

◆アメリカ
●空軍
エルシー・チャン　少佐。ハワイ州空軍パイロット・中国系。

◆中国
●陸軍
張
ジャン

偉
ウェイ

森
ソン

　陸軍少佐。調達部門。
董
ドン

衍
イェン

　ドローンの設計が得意で航空工学の修士号をもつ。
董
ドン

慶
チン

磊
レイ

　プログラミングが得意。
董
ドン

賽
サイ

飛
フェイ

　工作が得意で、フィギュアの原形師が趣味。

●海軍
《南海艦隊》
・駆逐艦〝西

シー

安
アン

〞（7500トン）
銭
チィエン

語
ユイ

堂
タン

　大佐。艦長。銭国慶とは従兄弟されるが、実は兄弟。
・フリゲイト〝南通〞（4050トン）
銭
チィエン

国
クゥオ

慶
チィン

　中佐。艦長。銭語堂の弟。
《東海艦隊》
・075型強襲揚陸艦二番艦〝 華

ファー

山
シャン

〞（40000トン）
唐
タン

東
ドン

明
ミン

　海軍大将（上将）。東海艦隊司令官。
馬
マ

慶
チン

林
リン

　大佐。東海艦隊参謀。
・ＫＪ–600（空警–600）
浩
ハオ

菲
フェイ

　海軍中佐。空警–600のシステムを開発。



・Ｊ‐35部隊
火
フオ

子
ツー

介
ジエ

　海軍中佐。テスト・パイロット。
・Ｙ–９Ｘ哨戒機
鍾
チォン

桂
クイ

蘭
ラン

　海軍少佐。ＡＥＳＡレーダーの専門家。
《第164海軍陸戦兵旅団》
姚
ヤオ

彦
イェン

　海軍少将。第164海軍陸戦兵旅団を率いる。
万
ワン

仰
ヤン

東
トン

　大佐。旅団参謀長。
雷
レイ

炎
イェン

　大佐。旅団作戦参謀。天才軍略家の異名を持つ。
程
チェン

帥
シュアイ

　中尉。技術将校兼雷炎大佐副官。

●Ｓ機関
張
ツァン

高
ガオ

遠
ユエン

　博士。深圳の極秘研究機関所属。

●上
Ｓ ． Ｉ ． Ｓ

海国際警備公司
王
ワン

凱
カイ

　陸軍中佐。隊長。
火
フオ

駿
ジン

　少佐。副隊長。
劉
リウ

龍
ロン

　曹長。通信担当。

●その他
呉
ウー

雷
レイ

　博士。若き気象工学の専門家。

◆台湾
●陸軍
《第６軍団》
蔡
ツァイ

怡
イーレイ

叡　中尉。司令部付き通信士官。
《第10軍団》
頼
ライ

若
ルオ

英
イン

　陸軍中佐。作戦参謀次長。
黄
ファン

九
ジュー

雲
ヤン

　中尉。所属中隊が全滅し、参謀部直属に移管。
《陸軍第601航空旅団》＝別名〈龍

ロン

城
チャン

部隊〉
平
ピン

龍
ロン

義
イ

　　少佐。第１中隊長。
藍
ラン

志
チー

玲
リン

　大尉。戦闘ヘリ・パイロット。コールサイン：マリリン。
田
ティエン

子
ズー

瑜
ユイ

　少尉。新米士官。藍志玲大尉と前
ガ ナ ー

席射撃手として組む。

●海軍
《第168艦隊》
鄭
ジェン

英
イン

豪
ハオ

　海軍大佐。艦隊司令。管轄は蘇澳。



・沱
トゥオ

江
ジアン

級コルベット二番艦〝塔江〞（685トン）
柏
バイ

旭
シー

　中佐。艦長。頼国輝とはライバル関係。
・沱
トゥオ

江
ジアン

級コルベット三番艦〝富
フゥ

江
ジアン

〞（685トン）
頼
ライ

国
グオ

輝
フイ

　中佐。艦長。海軍作戦本部参謀補佐。代々海軍の家系で、父は著
名な海軍提督、姉は頼若英中佐。

莫
モー

立
リー

軍
ジン

　少佐。副長。

●台湾軍海兵隊
《第99旅団》＝〈鐵

アイアン・フォース

軍部隊〉の愛称をもつ
陳
チェン

智
ヂー

偉
ウェイ

　海兵隊大佐。一個大隊を指揮する。
黄
ホァン

俊
ジュン

男
ナン

　中佐。作戦参謀。大隊副隊長。フロッグマン部隊出身。
呉
ウー

金
ジン

福
フー

　少佐。情報参謀。
王
ワン

一
イー

傑
ジェ

　少尉。台湾大学卒のエリート。予備役将校訓練課程出身。
劉
リウ

金
ジン

龍
ロン

　曹長（上士）。コードネーム：ドラゴン。

●独立愚連隊
柴
チャイ

子
ツー

超
チャオ

　伍長。コードネーム：ヘネシー。アルファー小隊を率いる。
郭
グオ

宇
イー

　伍長。コードネーム：ニッカ。ブラボー小隊を率いる。
賀
ホー

翔
シァン

　二等兵。コードネーム：ドレッサー。
崔
ツイ

超
チャオ

　二等兵。コードネーム：ワーステッド。

●その他
頼
ライ

筱
シャオ

喬
チャオ

　陸軍臨時少尉。故頼
ライ

龍
ロン

雲
ユン

陸軍中将の一人娘で、台北に飲茶屋を
開いたが、徴兵に志願。

王
ワン

文
ウェン

雄
ション

　海兵隊少佐。台日親善協会と国民党の対外宣伝部次長。
高
ガオ

慧
フイ

康
カン

　医師。高文迪の父で外科医。
〈桃園の郷土防衛隊〉
李
リー

冠
グワン

生
ション

　陸軍少将。金
ジン

門
メン

の烈
リエ

嶼
ユー

守備大隊の指揮官を歴任。
楊
ヤン

世
シー

忠
ジョン

　少佐。軍歴三十年で孫もいるベテラン。
〈国土防衛少年烈士団〉
依
よ

田
だ

健
けん

祐
すけ

　父親は日本台湾交流協会参与。私立中学校（国民中学）の生徒。
高
ガオ

文
ウェン

迪
ディ

　依田健祐の親友。外科医の父を持ち、クラスのリーダー格。
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頼ラ
イ

筱シ
ャ
オ

喬チ
ャ
オは

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と

し
て
手
伝
っ
て
い
た
防
空
壕
で
の
朝
飯
の
片
付
け
を
終
え

る
と
、
地
上
へ
と
出
た
。
防
空
壕
と
言
っ
て
も
、
こ
こ
台タ

イ

北ペ
イ

の
防
空
壕
は
ど
れ
も
巨
大
だ
。
地
下
鉄
駅
の
延
長
あ
り
、

ビ
ル
の
地
下
施
設
あ
り
。

　

快
適
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
ト
イ
レ

に
換
気
設
備
、
救
護
所
に
非
常
用
電
源
も
一
部
設
営
さ
れ

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
防
空

壕
施
設
は
総
点
検
の
上
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
た
。

　

今
は
、
国
外
脱
出
し
損
ね
た
地
方
の
住
民
や
、
解
放
軍

が
空
挺
降
下
し
て
戦
場
と
化
し
た
桃
園
地
区
か
ら
の
避
難

民
で
、
そ
れ
ら
防
空
壕
も
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。

　

日
本
・
与よ

那な

国ぐ
に

島じ
ま

へ
の
海
路
の
脱
出
ル
ー
ト
は
今
も
維

持
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
万
も
の
国
民
を
そ
の
ル
ー

ト
で
避
難
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
空
港
は
早
く
に
攻

撃
さ
れ
、
空
路
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

　

台
湾
空
軍
は
、
台
湾
本
島
の
航
空
優
勢
を
回
復
し
つ
つ

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
民
航
機
が
飛
べ
る
状
況
に
は
無
く
、

も
ち
ろ
ん
、
国
民
全
員
を
避
難
さ
せ
る
意
思
は
総
統
府
に

は
な
か
っ
た
。

　

誰
か
が
、
こ
の
島
に
踏
み
留
ま
り
、
血
を
流
し
て
戦
う

必
要
が
あ
っ
た
。

　

空
は
、
少
し
曇
っ
て
い
た
が
、
太
陽
の
在
処
は
わ
か
っ

た
。
雨
が
降
る
よ
う
な
天
気
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
だ
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が
、
地
上
に
出
て
も
人
影
は
ま
ば
ら
だ
。
総
統
府
ま
で
ほ

ん
の
一
キ
ロ
も
な
い
こ
ん
な
オ
フ
ィ
ス
街
で
す
ら
人
影
は

ま
ば
ら
だ
っ
た
。

　

長
チ
ャ
ン

沙シ
ャ
ー

街ジ
エ

二
段
の
大
通
り
に
は
、
所
々
大
型
バ
ス
が
止

ま
っ
て
い
る
。
夜
通
し
、
警
備
に
就
い
て
い
た
郷
土
防
衛

隊
の
兵
士
達
が
、
そ
の
バ
ス
の
中
で
仮
眠
を
取
っ
て
い
る
。

　

そ
の
バ
ス
の
所
だ
け
、
防
空
壕
か
ら
外
の
空
気
を
吸
い

に
出
て
き
た
人
々
で
、
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
る
。
バ
ス

の
車
体
に
は
、
届
い
た
ば
か
り
の
壁
新
聞
が
ガ
ム
テ
ー
プ

で
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　

電
気
も
ラ
ジ
オ
も
、
も
ち
ろ
ん
ネ
ッ
ト
も
使
え
な
い
状

況
で
、
壁
新
聞
の
み
が
情
報
の
拠
り
所
だ
っ
た
。
コ
ン
ビ

ニ
で
プ
リ
ン
ト
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
走
り
回
っ
て
あ

ち
こ
ち
に
貼
っ
て
い
る
。

　

昨
夜
の
戦
闘
の
状
況
が
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
台
湾
半
導

体
の
中
心
部
新シ

ン

竹ヂ
ュ
ー

で
の
攻
防
や
、
大
陸
側
に
寝
返
っ
た

台タ
イ

中ジ
ョ
ン

市
へ
の
包
囲
作
戦
の
開
始
、
そ
し
て
、
桃タ

オ

園ユ
ェ
ン

国
際

空
港
を
巡
る
少
年
烈
士
団
の
活
躍
が
載
っ
て
い
た
。

　

と
り
わ
け
、
空
港
を
守
っ
て
い
た
少
年
烈
士
団
の
活
躍

は
、
白
黒
と
は
言
え
、
写
真
入
り
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ

て
い
た
。

　

半
世
紀
前
の
Ｍ
‐
16
小
銃
を
預
け
ら
れ
た
中
学
生
ら
が
、

空
港
の
何
カ
所
か
に
ド
ロ
ー
ン
で
降
り
て
き
た
ロ
ボ
ッ
ト

犬
相
手
に
果
敢
に
戦
い
を
挑
み
、
そ
れ
を
破
壊
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　

そ
の
破
壊
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
犬
を
前
に
記
念
写
真
に
収
ま

る
少
年
た
ち
の
ぎ
こ
ち
な
い
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
は
、
少
年
兵
の
戦
闘
参
加
を
禁
じ

て
い
た
が
、
総
統
府
に
は
、
そ
れ
を
隠
す
意
図
も
無
か
っ

た
。
事
実
、
台
湾
は
、
子
供
に
も
銃
を
持
た
せ
る
し
か
な

い
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
だ
。

　

ス
マ
ホ
で
ネ
イ
バ
ー
タ
ッ
チ
・
ア
プ
リ
を
起
動
す
る
と
、

す
で
に
そ
の
話
題
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
も
と
は
、
日
本

で
情
報
工
作
す
る
た
め
に
中
国
の
情
報
当
局
が
開
発
し
て
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日
本
で
流
行
ら
せ
た
ア
プ
リ
だ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

し
た
日
本
で
は
、
こ
れ
が
唯
一
の
情
報
源
と
な
り
、
中
国

は
、
偽
情
報
を
流
し
て
日
本
の
世
論
を
煽
っ
た
。
今
は
、

無
害
化
さ
れ
た
も
の
が
日
本
か
ら
提
供
さ
れ
て
動
い
て
い

る
。

　

ス
マ
ホ
の
ワ
イ
フ
ァ
イ
機
能
を
使
っ
て
情
報
伝
達
す
る

ピ
ア
・
ト
ゥ
・
ピ
ア
型
の
ア
プ
リ
だ
。
ス
マ
ホ
の
充
電
が

出
来
て
、
人
口
が
そ
こ
そ
こ
密
集
し
て
い
る
場
所
で
は
便

利
に
使
え
る
。
時
間
は
多
少
掛
か
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
街
の
端
か
ら
端
ま
で
、
そ

れ
で
情
報
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
夜
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
も
流
れ
て
い
た
。
高

さ
五
〇
九
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
東
洋
一
の
超
高
層
ビ
ル
台
北

１
０
１
ビ
ル
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

日
本
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
時
、

東
京
タ
ワ
ー
に
自
家
発
電
車
を
集
め
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

て
国
民
を
勇
気
づ
け
た
の
を
真
似
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
ら
し

か
っ
た
。

　

中
ジ
ョ
ン

華フ
ア

路ル
ー

一
段
に
は
検
問
所
が
出
来
て
い
る
。
道
路
上

に
は
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
置
き
に
兵
士
が
立
っ
て
い
た
。

　

検
問
所
で
、
手
書
き
の
出
頭
命
令
書
を
出
し
て
東
側
へ

と
渡
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ほ
ん
の
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず

で
、
総
統
府
だ
。
道
路
の
両
側
に
防
御
陣
地
が
作
ら
れ
、

戦
車
が
何
両
も
止
ま
っ
て
い
た
。

　

視
界
に
入
る
だ
け
で
二
〇
〇
名
前
後
も
の
兵
士
達
が
、

総
統
府
へ
と
続
く
一
本
道
に
蠢う

ご
めい

て
い
た
。

　

台
湾
憲
兵
隊
司
令
部
に
出
頭
す
る
と
、
若
い
女
性
た
ち

の
行
列
が
出
来
て
い
た
。
紙
切
れ
を
見
せ
る
と
、「
技
能

者
は
あ
っ
ち
だ
」
と
指
示
さ
れ
た
。

　

道
路
を
挟
ん
だ
国
軍
英
雄
館
の
フ
ロ
ア
に
、
徴
募
兵
事

務
所
が
出
来
て
い
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
が
い
く
つ
も
並
び
、
こ
こ
で
も
、
民
間
人
が

行
列
を
作
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性
だ
。
だ
が
、
憲
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兵
隊
司
令
部
側
と
違
い
、
こ
ち
ら
は
少
し
平
均
年
齢
が
高

そ
う
だ
っ
た
。

　

紙
切
れ
を
見
せ
る
と
、
別
室
に
案
内
さ
れ
た
。
無
人
の

机
に
座
っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
初
老
の
男
性
が
現
れ
て
座

っ
た
。
軍
曹
の
階
級
章
を
付
け
た
退
役
軍
人
だ
っ
た
。

「
え
え
と
…
…
、
頼
筱
喬
さ
ん
？
」

　

頼
は
、
手
書
き
の
履
歴
書
を
差
し
出
し
た
。

「
日
本
の
大
学
に
留
学
後
、
し
ば
ら
く
向
こ
う
で
仕
事

…
…
。
仕
事
は
何
を
？
」

「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
手
伝
い
で
す
。
厨
房
か
ら
経
営
ま
で
。

帰
国
し
て
か
ら
、
観
光
客
向
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
し

ま
し
た
」

「
ほ
う
！ 

そ
の
若
さ
で
。
偉
い
ね
。
商
売
は
ど
う
？
」

「
開
店
翌
日
に
、
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
」

「
そ
り
ゃ
気
の
毒
だ
っ
た
ね
。
日
本
語
の
特
技
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
実
は
通
訳
に
困
っ
て
い
る
。
軍
の
司
令
部

で
―
、
自
衛
隊
さ
ん
と
の
こ
と
だ
け
ど
、
お
互
い
片
言

の
英
語
で
意
思
疎
通
は
出
来
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
台
北

に
も
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
が
配
置
さ
れ
る
と
か
で
、
現
場

部
隊
と
な
る
と
、
お
互
い
、
酷
い
英
語
で
や
り
と
り
す
る

羽
目
に
な
る
。
か
と
言
っ
て
、
イ
ン
テ
リ
は
み
ん
な
国
外

に
逃
げ
た
し
…
…
、
日
本
語
が
喋
れ
る
世
代
は
ほ
と
ん
ど

が
墓
の
中
だ
。
一
応
、
こ
れ
は
志
願
と
い
う
形
に
な
る
が
、

貴
方
は
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
部
隊
で
も
戦
闘
部
隊
を
志
願
し
た

ん
だ
っ
て
？
」

「
は
い
。
父
が
ず
っ
と
陸
軍
に
お
り
ま
し
た
。
な
の
で
、

抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
あ
、
そ
う
！ 

じ
ゃ
あ
階
級
章
も
読
め
る
ん
だ
ね
」

「
は
い
。
軍
曹
―
」

「
そ
れ
は
大
助
か
り
だ
。
正
直
、
あ
る
程
度
は
地
理
や
台

湾
の
習
慣
に
も
慣
れ
て
い
る
大
卒
の
人
間
を
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
付
け
た
い
か
ら
ね
」

　

軍
曹
は
、
引
き
出
し
を
開
け
て
、
陸
軍
少
尉
の
階
級
章

を
出
し
た
。
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「
で
は
、
頼
筱
喬
陸
軍
臨
時
少
尉
を
任
命
す
る
！ 

カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
対
等
に
付
き
合
う
た
め
の
階
級
だ
。
軍

曹
が
士
官
を
任
命
す
る
の
も
変
な
話
だ
が
。
こ
こ
台
北
の

戦
い
で
自
衛
隊
に
出
番
は
な
い
か
ら
、
君
が
戦
場
に
出
向

く
こ
と
は
ま
あ
絶
対
に
無
い
。
自
衛
隊
は
台
北
見
物
し
て

引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
ド
グ
タ
グ
の
類
い

は
要
ら
な
い
と
思
う
が
…
…
」

「
父
の
形
見
の
ド
グ
タ
グ
を
首
に
下
げ
て
い
ま
す
。
血
液

型
も
同
じ
で
す
か
ら
」

「
そ
う
。
上
の
階
で
、
自
衛
隊
か
ら
提
供
さ
れ
た
女
性
兵

士
用
の
戦
闘
服
が
あ
る
。
そ
れ
に
着
替
え
て
、
道
路
を
渡

っ
て
く
れ
。
あ
の
ほ
ら
、
釣
り
鐘
が
あ
る
所
…
…
」

「
西シ

ー

本ベ
ン

願ユ
エ
ン

寺シ
ー

で
す
ね
？
」

「
そ
う
そ
う
。
そ
こ
か
ら
、
要
所
要
所
を
回
る
臨
時
バ
ス

が
出
て
い
る
。
こ
の
紙
を
見
せ
る
と
、
君
専
用
の
タ
ク
シ

ー
に
乗
れ
る
。
そ
の
タ
ク
シ
ー
は
、
検
問
所
を
誰す

い

何か

無
く

通
過
で
き
る
。
日
本
の
部
隊
が
ど
こ
に
集
結
し
て
い
る
か

は
実
は
私
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
。
だ
が
、
誰
か
が

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

　

軍
曹
は
赤
字
で
「
緊
急
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
！
」
と
書
か
れ
た
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
手
渡
し
た
。

「
こ
の
戦
争
は
ど
う
な
り
ま
す
？
」

「
あ
あ
、
も
う
勝
っ
た
よ
う
な
も
ん
だ
ろ
う
」

　

軍
曹
は
、
満
面
の
笑
顔
で
上
体
を
反
ら
し
、
自
信
あ
り

げ
に
頷
い
た
。

「
空
軍
は
制
空
権
を
回
復
し
た
し
、
中
国
海
軍
は
沿
岸
部

に
引
き
篭
も
っ
た
ま
ま
。
そ
ら
米
軍
が
出
て
来
な
い
の
は

残
念
だ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
自
力
で
敵
を
撃
退
し
た
。

緒
戦
で
こ
こ
台
北
を
落
と
せ
な
か
っ
た
の
が
全
て
だ
っ
た

な
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
同
じ
だ
。
敵
は
も
う
時
間
稼
ぎ
程
度

の
こ
と
し
か
出
来
な
い
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
と
違
っ
て
資
源

も
無
い
大
陸
は
、
経
済
制
裁
を
喰
ら
っ
て
何
ヶ
月
も
だ
ら

だ
ら
戦
争
は
出
来
な
い
さ
。
わ
れ
わ
れ
の
勝
ち
だ
よ
。
貴

方
も
不
運
だ
っ
た
が
、
来
月
に
は
、
商
売
を
再
開
で
き
て
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い
る
さ
」

　

軍
曹
は
、
最
後
に
敬
礼
の
練
習
を
し
て
彼
女
を
送
り
出

し
た
。

　

筱
喬
は
、
微
か
に
記
憶
し
て
い
た
。
幼
い
頃
、
た
ま
に

制
服
を
着
る
父
親
に
向
か
っ
て
敬
礼
し
た
こ
と
を
。

　

別
室
で
、
陸
上
自
衛
隊
の
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
戦
闘
服
を
貰
っ
て
着
替
え
、
階
級
章
を
付
け
て
も
ら
っ

た
。
手
伝
っ
て
く
れ
た
女
性
が
、「
あ
ん
た
い
き
な
り
少

尉
と
か
、
お
医
者
な
の
？
」
と
聞
い
て
来
た
。

　

彼
女
に
は
少
し
窮
屈
な
サ
イ
ズ
だ
っ
た
が
、
階
級
章
を

付
け
る
と
そ
れ
な
り
に
様
に
な
っ
た
。
血
は
争
え
な
い
。

軍
人
の
子
と
し
て
、
父
が
存
命
な
ら
誉
め
て
く
れ
た
だ
ろ

う
か
？
…
…
。
あ
と
は
、
軍
で
父
を
知
っ
て
い
た
連
中
に

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
だ
。
面
倒
な
こ
と
に
な
る
。

　

戦
場
に
出
る
こ
と
ま
で
は
望
ま
な
い
。
自
分
は
そ
ん
な

訓
練
は
受
け
て
い
な
い
し
、
た
ぶ
ん
父
ほ
ど
の
覚
悟
も
な

い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
祖
国
の
た
め
に
働
く
の
は
、
自
分
の

使
命
だ
と
思
っ
た
。
周
囲
は
、
み
ん
な
戦
っ
て
い
る
の
だ
。

自
分
だ
け
毎
日
、
食
料
を
運
び
、
老
人
の
世
話
を
し
て
い

る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

南
シ
ナ
海
東ド

ン

沙シ
ャ
ー

島ダ
オ

へ
の
解
放
軍
奇
襲
に
端
を
発
し
た

戦
争
は
、
尖
閣
諸
島
へ
と
拡
大
し
、
台
湾
全
土
へ
の
解
放

軍
部
隊
の
上
陸
と
い
う
形
で
、
す
で
に
二
一
日
目
、
三
週

間
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

日
本
は
こ
の
戦
争
に
、
徐
々
に
介
入
し
、
台
湾
空
軍
と

共
に
大
陸
本
土
へ
の
攻
撃
を
敢
行
し
、
今
で
は
台
湾
本
土

に
陸
自
水
機
団
を
展
開
さ
せ
、
解
放
軍
部
隊
と
激
し
い
戦

闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。



19

第
一
章　

ロ
ボ
ッ
ト
犬

　

台
北
か
ら
南
西
四
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
桃
園
国
際
空
港

は
、
台
湾
の
空
の
玄
関
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
南
北
に

走
る
滑
走
路
二
本
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
、
２
、
３
が
挟
ま

れ
る
わ
か
り
や
す
い
構
造
の
空
港
だ
。

　

二
〇
〇
八
年
の
、
大
陸
と
の
い
わ
ゆ
る
三
通
政
策
が
始

ま
っ
て
以
来
、
大
陸
と
の
窓
口
と
し
て
も
発
展
し
て
き
た
。

今
は
台
北
と
の
高
速
鉄
道
も
開
通
し
、
ま
す
ま
す
栄
え
て

い
る
。

　

開
戦
と
同
時
に
空
港
は
閉
鎖
さ
れ
、
駐
機
し
て
い
た
旅

客
機
も
国
外
へ
と
退
避
し
た
。
解
放
軍
は
、
こ
こ
に
弾
道

弾
や
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
、
ま
ず
滑
走
路
を
潰
し
、

次
に
空
挺
を
降
下
さ
せ
て
奪
取
し
に
来
た
が
、
郷
土
防
衛

隊
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
ど
う
に
か
空
港
の
敷
地
自
体
は
守

ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
攻
防
は
す
で
に
二
日
以
上
続
い
て
い
た
。
解
放
軍

部
隊
は
、
日
中
は
、
空
港
近
郊
の
民
家
や
工
場
内
に
潜
み
、

暗
く
な
る
と
仕
掛
け
て
く
る
。

　

台
湾
軍
に
は
、
日
中
に
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
掛
け
て
敵
を

殱せ
ん

滅め
つ

す
る
よ
う
な
余
力
は
無
く
、
ひ
た
す
ら
郷
土
防
衛
隊

を
立
て
篭
も
ら
せ
る
こ
と
で
守
っ
て
い
た
。

　

昨
夜
は
、
民
間
軍
事
会
社
の
傭
兵
部
隊
と
、
空
か
ら
降

り
て
き
た
軍
用
ド
ロ
ー
ン
で
危
う
い
所
だ
っ
た
が
、
駆
け

つ
け
た
海
兵
隊
部
隊
が
間
一
髪
間
に
合
っ
て
救
わ
れ
た
。

　

立
て
篭
も
る
兵
士
た
ち
、
そ
し
て
少
年
兵
ら
は
、
毎
晩
、
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命
か
ら
が
ら
の
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

　

少
年
烈
士
団
は
、
二
日
前
は
、
流
れ
弾
が
飛
び
込
ん
で

く
る
陣
地
の
中
で
一
晩
怯
え
る
羽
目
に
な
り
、
つ
い
に
昨

夜
は
、
空
港
敷
地
を
守
る
た
め
の
塹
壕
に
入
ら
さ
れ
、
ロ

ボ
ッ
ト
犬
と
撃
ち
合
う
羽
目
に
な
っ
た
。

　

そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
犬
二
台
を
倒
し
た
私
立
中
学
生
か
ら
な

る
少
年
烈
士
団
の
面
々
は
、
夜
が
明
け
る
と
、
だ
だ
っ
広

い
滑
走
路
エ
リ
ア
で
、
倒
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
犬
を
前
に
し
て

記
念
写
真
を
撮
り
合
っ
た
後
、
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル

に
引
き
揚
げ
、
ま
ず
泥
だ
ら
け
の
服
を
着
替
え
た
。

　

滑
走
路
に
沿
う
よ
う
に
掘
ら
れ
た
塹
壕
に
は
水
が
出
て
、

膝
下
は
ず
っ
と
ど
ろ
沼
の
中
。
す
で
に
塹
壕
足
状
態
の
子

供
も
い
た
。

　

濡
れ
た
靴
の
代
わ
り
は
無
か
っ
た
が
、
乾
い
た
靴
下
と

サ
ン
ダ
ル
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
階
の
出
発
ロ
ビ
ー
に

降
り
て
、
よ
う
や
く
朝
飯
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
昨
夜
、
ロ
ボ
ッ
ト
犬
が
一
頭
侵
入

し
て
殺
戮
を
繰
り
広
げ
た
。
ま
だ
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
散
っ

た
血
痕
が
残
っ
て
い
た
。

　

酷
い
夜
で
、
皆
空
腹
だ
っ
た
が
、
ま
だ
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
出
ま
く
っ
て
い
る
せ
い
で
、
食
欲
は
た
い
し
て
無
か
っ

た
。
皆
、
栄
養
ゼ
リ
ー
一
本
で
十
分
だ
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
。

　

郷
土
防
衛
隊
を
指
揮
す
る
李リ

ー

冠グ
ワ
ン

生シ
ョ
ン

陸
軍
少
将
が
現
れ
、

少
年
た
ち
を
励
ま
し
て
回
っ
た
。

「
昨
夜
は
ご
苦
労
だ
っ
た
！ 

ア
メ
リ
カ
大
陸
は
丁
度
、

夕
方
か
ら
夜
だ
が
、
三
大
ネ
ッ
ト
も
Ｃ
Ｎ
Ｎ
も
、
君
た
ち

の
話
題
で
沸
騰
し
て
い
る
そ
う
だ
。
総
統
府
か
ら
は
、
帰

国
し
て
戦
闘
参
加
を
希
望
す
る
在
米
台
湾
同
胞
た
ち
の
電

話
が
増
え
て
い
る
と
い
う
報
せ
が
届
い
て
い
る
。
そ
れ
と
、

昨
夜
、
あ
の
塹
壕
に
は
、
何
校
か
の
生
徒
た
ち
が
陣
取
っ

て
い
た
が
、
逃
げ
ず
に
戦
う
こ
と
を
選
択
し
た
の
は
、
君

た
ち
私
立
学
校
の
諸
君
達
だ
け
だ
っ
た
。
君
た
ち
は
、
将

来
の
台
湾
リ
ー
ダ
ー
た
る
資
質
を
備
え
て
い
る
！ 

非
常
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に
危
う
い
戦
い
だ
っ
た
。
私
は
、
第
一
報
を
聞
い
た
時
に
、

塹
壕
に
死
屍
累
々
と
横
た
わ
る
君
た
ち
の
姿
を
想
像
し
て

心
臓
が
止
ま
り
か
け
た
よ
…
…
。
だ
が
、
非
常
に
機
転
の

利
い
た
、
見
事
な
戦
法
だ
っ
た
。
恐
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
も

そ
の
戦
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
少
年
！
―
、
依よ

田だ

健け
ん

祐す
け

君
よ
。
総
統
府
か
ら

と
り
わ
け
、
君
個
人
に
、
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
く
れ
と

の
こ
と
だ
。
個
人
的
に
も
、
君
の
機
転
の
良
さ
に
み
ん
な

が
救
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
君
が
台
湾
国
籍
を
選

択
す
る
な
ら
、
士
官
学
校
に
も
入
れ
る
し
、
日
本
国
籍
を

選
択
し
よ
う
が
、
台
湾
大
学
で
も
、
望
む
大
学
へ
の
入
学

許
可
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ま
ず
は
生
き
残
る

こ
と
が
大
事
だ
な
。
気
分
は
ど
う
だ
？
」

「
あ
の
…
…
、
僕
ら
い
つ
ま
で
こ
こ
に
？
」
と
健
祐
は
正

直
に
尋
ね
た
。

「
な
ん
だ
！ 

情
け
な
い
。
英
雄
が
口
に
す
る
こ
と

か
？
」

　

待
合
室
の
長
椅
子
で
健
祐
の
隣
に
座
る
高ガ

オ

文ウ
ェ
ン

迪デ
ィ

少
年

が
肩
を
小
突
い
た
。
昨
夜
の
戦
い
は
、
健
祐
の
機
転
で
救

わ
れ
た
。
相
手
が
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
わ
か
る
と
、
フ
レ
ー
ム

問
題
を
起
こ
し
て
判
断
ミ
ス
を
誘
い
、
そ
の
隙
に
攻
撃
す

れ
ば
良
い
と
提
案
し
た
の
だ
。
結
果
、
全
員
で
塹
壕
の
中

に
身
を
隠
し
た
ま
ま
発
砲
し
て
マ
ズ
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で

囮
と
な
り
、
Ａ
Ｉ
が
判
断
に
迷
っ
て
い
る
隙
に
撃
ち
倒
し

た
。

「
そ
れ
は
も
っ
と
も
な
質
問
だ
。
幸
い
海
兵
隊
の
増
援
が

入
り
、
こ
こ
は
安
全
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
海
兵
隊
が
い
つ

ま
で
留
ま
っ
て
く
れ
る
か
こ
れ
か
ら
協
議
す
る
が
、
昨
夜

の
よ
う
な
こ
と
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
居
心
地
は

良
い
が
、
戦
場
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
で
、
な

る
べ
く
早
く
に
後
退
で
き
る
よ
う
に
手
配
す
る
。
君
た
ち

は
十
分
に
戦
っ
て
く
れ
た
。
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。
し

ば
ら
く
は
興
奮
し
て
眠
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
、

ゆ
っ
く
り
し
て
く
れ
。
そ
れ
と
、
食
い
物
は
食
え
る
時
に
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食
っ
て
お
け
。
そ
れ
が
戦
場
の
鉄
則
だ
。
次
の
食
事
も
得

ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」

　

李
将
軍
は
、
海
兵
隊
の
指
揮
官
が
正
面
ゲ
ー
ト
か
ら
現

れ
た
こ
と
を
視
界
の
端
に
捉
え
る
と
、
少
年
ら
に
向
か
っ

て
仰
々
し
い
敬
礼
を
し
て
そ
の
場
を
去
っ
た
。

　

海
兵
隊
《
第
99
旅
団
》
＝
〈
鐵ア

イ
ア
ン
・
フ
ォ
ー
ス

軍
部
隊
〉
の
愛
称
を
持

つ
兵
士
た
ち
は
、
こ
の
戦
争
で
最
も
長
く
戦
っ
て
い
る
部

隊
だ
っ
た
。
東
沙
島
で
は
、
解
放
軍
の
奇
襲
上
陸
を
迎
え

撃
ち
、
島
の
端
っ
こ
に
立
て
篭
も
っ
た
後
に
、
海
上
自
衛

隊
と
味
方
潜
水
艦
の
二
隻
に
分
乗
し
て
島
を
脱
出
し
た
。

〝
キ
ス
カ
作
戦
〞
と
命
名
さ
れ
た
脱
出
作
戦
は
見
事
に
成

功
し
、
彼
ら
は
英
雄
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
台

北
北
部
で
、
養
生
を
兼
ね
た
部
隊
再
編
中
に
、
東
沙
島
で

相
ま
み
え
た
敵
が
ま
た
も
現
れ
、
激
し
い
交
戦
と
な
っ
た
。

　

後
に
、〝
淡ダ

ン

水シ
ュ
イの

戦
い
〞
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
戦

闘
で
は
、
た
ま
た
ま
近
所
で
隠
退
生
活
を
送
っ
て
い
た
李

冠
生
大
佐
が
、
郷
土
防
衛
隊
の
指
揮
を
取
る
こ
と
に
な
り
、

海
兵
隊
と
共
に
敵
を
撃
退
し
た
の
だ
っ
た
。
背
広
姿
の
ま

ま
戦
っ
た
李
は
、
そ
の
淡
水
の
戦
い
の
英
雄
的
指
導
者
だ

っ
た
。

　

海
兵
一
個
大
隊
を
指
揮
す
る
陳

チ
ェ
ン

智ヂ
ー

偉ウ
ェ
イ

大
佐
は
、
李
に

む
か
っ
て
、「
昇
進
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
敬

礼
し
た
。

「
皮
肉
は
止
し
て
く
れ
」

「
い
え
。
貴
方
こ
そ
、
前
線
部
隊
を
率
い
る
に
相
応
し
い

人
物
で
す
」

「
王ワ

ン

少
尉
の
派
遣
に
感
謝
す
る
よ
。
し
か
も
迫
撃
砲
部
隊

ま
で
付
け
る
な
ん
て
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
慧
眼
だ
。
海

兵
隊
を
見
直
し
た
よ
。
君
ら
は
こ
こ
に
留
ま
っ
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
ね
？
」

「
そ
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
少
し
複
雑
な
事
情
が
あ
り
ま

す
」

　

李
は
、
一
行
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
端
っ
こ
に
あ
る
指
揮
所
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へ
と
案
内
し
た
。
作
戦
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
昨
夜
捕
獲

し
た
軍
用
ロ
ボ
ッ
ト
犬
〝
ケ
ル
ベ
ロ
ス
〞
が
二
体
乗
っ
て

い
た
。
一
体
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
火
が
点
い
て

真
っ
黒
焦
げ
だ
っ
た
。
も
う
一
体
も
、
胴
体
部
分
は
へ
こ

み
だ
ら
け
、
銃
痕
が
無
数
に
あ
っ
た
。

「
こ
れ
が
噂
の
ケ
ル
ベ
ロ
ス
で
す
か
…
…
」

「
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
押
し
入
り
、
殺
戮
し
ま
く
っ
た
。

し
か
し
後
ろ
か
ら
兵
士
が
抱
き
つ
い
て
羽
交
い
締
め
に
し

て
ど
う
に
か
電
源
を
落
と
し
た
奴
も
い
て
、
そ
れ
は
全
く

無
傷
で
鹵ろ

獲か
く

で
き
た
の
で
、
朝
一
で
台
北
へ
と
送
っ
た
よ
。

楊ヤ
ン

世シ
ー

忠ジ
ョ
ン

少
佐
、
説
明
し
て
や
っ
て
く
れ
」

「
は
い
。
こ
の
黒
焦
げ
に
な
っ
た
の
は
、
空
港
南
東
端
に

降
下
し
て
、
少
年
烈
士
団
を
襲
っ
た
奴
で
す
。
少
年
が
撃

っ
た
弾
が
、
ま
ず
関
節
部
分
に
命
中
し
、
動
き
が
鈍
く
な

っ
た
と
こ
ろ
を
更
に
銃
撃
、
最
後
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
に
火
が
点
い
て
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
穴
だ
ら
け

の
一
体
は
、
こ
ち
ら
側
で
、
陣
地
の
中
に
飛
び
込
ん
で
来

た
奴
で
す
」

「
こ
ん
な
に
何
十
発
も
喰
ら
わ
せ
な
け
れ
ば
倒
せ
な
か
っ

た
の
で
す
か
？
」

「
い
え
、
致
命
傷
を
与
え
た
後
に
、
殺
気
だ
っ
た
味
方
が

十
字
砲
火
を
浴
び
せ
た
せ
い
で
す
。
子
供
た
ち
の
方
が
遥

か
に
冷
静
だ
っ
た
。
首
の
ヘ
ッ
ド
部
分
か
ら
、
測
距
用
の

赤
い
レ
ー
ザ
ー
光
を
出
し
て
威
嚇
し
ま
す
。
別
に
可
視
光

線
に
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
あ
れ
は
恐
怖
で
し

た
ね
。
自
分
が
Ｓ
Ｆ
映
画
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た
よ
う
な

恐
ろ
し
い
経
験
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
身
体
も
銃
口
も

塹
壕
に
隠
れ
た
ま
ま
、
空
へ
向
か
っ
て
銃
を
連
射
し
、
そ

の
大
量
の
マ
ズ
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
ロ
ボ
ッ
ト
犬
の
Ａ
Ｉ

を
幻
惑
さ
せ
て
い
る
隙
に
、
他
の
数
名
が
連
射
す
る
こ
と

で
こ
い
つ
を
倒
し
ま
し
た
。
次
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
も
そ

れ
を
真
似
る
よ
う
、
す
で
に
命
じ
て
あ
り
ま
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
咄と

っ

嗟さ

の
機
転
で
、
中
学
生
が
そ
ん
な
こ
と

を
思
い
付
い
た
の
で
す
か
？
」
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「
若
者
な
ら
で
は
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
み
た
い
な
ジ
ジ
イ

に
は
無
理
で
す
」

　

李
将
軍
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
ペ
ン
先
で
ロ
ボ
ッ
ト
犬
を

突
き
な
が
ら
「
こ
ち
ら
で
駆
逐
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
犬
は
合
計

六
体
…
…
」
と
口
を
開
い
た
。

「
二
七
名
が
戦
死
、
う
ち
二
人
は
少
年
と
教
師
だ
。
一
〇

〇
名
近
く
が
負
傷
、
戦
線
復
帰
不
能
な
レ
ベ
ル
で
の
負
傷

だ
。
恐
ら
く
、
数
体
が
空
港
か
ら
ど
こ
か
に
逃
げ
た
は
ず

だ
。
情
報
部
か
ら
の
報
告
で
は
、
あ
ち
ら
の
メ
ー
カ
ー
は

ま
だ
一
〇
〇
体
前
後
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。
ほ
ら
、
こ

こ
を
見
て
く
れ
。
背
中
に
窪
み
が
あ
る
だ
ろ
う
。
首
を
折

り
た
た
む
と
す
っ
ぽ
り
こ
の
へ
こ
み
に
収
ま
る
。
逆
関
節

型
の
四
本
足
は
全
て
折
り
畳
み
式
。
つ
ま
り
、
こ
の
ケ
ル

ベ
ロ
ス
は
、
脚
と
首
を
折
り
た
た
む
と
、
た
だ
の
ボ
ッ
ク

ス
型
の
荷
物
に
な
る
。
弁
当
箱
の
よ
う
に
折
り
重
ね
て
の

空
輸
も
可
能
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
た
ま
た
ま

一
体
ず
つ
の
空
輸
だ
っ
た
が
、
次
は
わ
か
ら
な
い
」

「
レ
ー
ダ
ー
に
は
引
っ
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」

「
ド
ロ
ー
ン
は
海
面
す
れ
す
れ
を
飛
ん
で
来
た
。
し
か
も

あ
の
サ
イ
ズ
で
あ
の
速
度
だ
。
戦
闘
機
の
レ
ー
ダ
ー
は
、

大
型
の
鳥
か
ノ
イ
ズ
だ
と
判
断
し
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
で
、

君
ら
が
手
こ
ず
っ
た
姚ヤ

オ

彦イ
ェ
ン

の
敵
部
隊
は
ど
う
な
っ
た
ん

だ
？ 

投
降
で
も
し
た
の
か
？
」

「
消
え
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
負
傷
兵
な
ど
の
残
存
部
隊

が
投
降
し
て
く
る
は
ず
で
す
」

「
消
え
た
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ね
？
」

「
恐
ら
く
、
新
竹
に
兵
や
弾
薬
を
補
給
し
て
い
る
潜
水
艦

を
利
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
旅
客
機
サ
イ
ズ
で
、
中

隊
規
模
の
兵
を
楽
々
と
収
容
で
き
る
の
で
は
？ 

と
い
う

噂
で
す
が
」

「
初
耳
だ
な
」

「
そ
う
で
す
ね
。
自
分
も
び
っ
く
り
で
す
」

　

そ
の
潜
水
艦
に
よ
る
脱
出
を
昨
夜
見
届
け
た
陳
大
佐
は
、

何
喰
わ
ぬ
顔
で
言
っ
た
。
そ
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
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貼
ら
れ
た
白
地
図
の
前
に
移
動
し
た
。

「
そ
れ
で
、
そ
の
潜
水
艦
で
脱
出
し
た
だ
ろ
う
敵
で
す
が
、

恐
ら
く
本
国
へ
は
引
き
揚
げ
ず
に
、
今
も
、
沖
合
を
移
動

中
の
は
ず
で
す
。
基キ

ー

隆ル
ン

か
ら
東
は
、
十
分
な
哨
戒
活
動
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
潜
水
艦
が
行
動
出
来
る
余
地
は
な

い
。
問
題
は
こ
ち
ら
側
で
、
航
空
優
勢
を
確
保
し
た
と
は

い
え
、
哨
戒
機
が
飛
び
回
る
の
は
ま
だ
危
険
で
す
。
そ
の

接
近
は
、
目
視
で
警
戒
す
る
し
か
な
い
。
日
中
の
接
近
上

陸
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
わ
が
部
隊
は
、
淡
水
河
口
南

岸
よ
り
、
新
竹
手
前
ま
で
の
五
〇
キ
ロ
の
沿
岸
警
備
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
」

「
五
〇
キ
ロ
の
海
岸
線
を
た
っ
た
の
一
個
大
隊
で
？
」

「
郷
土
防
衛
隊
は
い
ま
す
し
、
道
路
は
生
き
て
い
る
。
そ

れ
に
、
新
竹
周
辺
は
、
自
衛
隊
を
含
め
て
味
方
部
隊
が
大

勢
展
開
し
て
い
る
。
淡
水
河
口
付
近
は
陸
軍
が
展
開
し
て

い
る
の
で
、
実
際
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
桃
園
を
中
心
に

し
て
沿
岸
部
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
ご
迷

惑
で
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
も
近
く
に
指
揮
所
を
開
設
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

「
そ
れ
は
有
り
難
い
。
な
ら
、
空
港
東
端
の
警
察
詰
所
を

使
っ
て
く
れ
。
あ
ち
ら
方
向
が
ど
う
も
手
薄
で
ね
。
例
の
、

上Ｓ

．

Ｉ

．

Ｓ

海
国
際
警
備
公
司
の
傭
兵
が
潜
ん
で
い
る
の
も
そ
っ
ち

だ
。
昨
夜
も
そ
こ
か
ら
攻
め
ら
れ
た
」

「
了
解
で
す
。
た
だ
、
も
し
、
次
の
空
挺
作
戦
が
あ
っ
た

場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
戦
力
だ
け
で
こ
の
空
港
を
守
り
切
れ

る
か
ど
う
か
…
…
。
ロ
シ
ア
は
キ
ー
ウ
攻
略
で
早
々
と
空

港
制
圧
を
放
棄
し
ま
し
た
。
あ
れ
は
戦
術
的
に
大
失
敗
だ

っ
た
。
制
圧
で
き
る
ま
で
し
つ
こ
く
兵
力
の
投
入
を
続
け

る
べ
き
だ
っ
た
と
、
解
放
軍
の
論
文
で
書
か
れ
た
も
の
を

読
ん
だ
ば
か
り
で
す
。
恐
ら
く
敵
は
、
こ
の
空
港
の
奪
取

を
諦
め
な
い
で
し
ょ
う
」

「
私
も
同
感
だ
。
台
北
の
連
中
は
、
こ
こ
の
防
備
を
わ
ざ

と
薄
く
見
せ
つ
け
て
敵
を
挑
発
し
て
い
る
。
実
際
に
薄
い

の
は
事
実
だ
が
。
新
竹
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
聞
い



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




